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大幸薬品株式会社（本社：大阪府吹田市内本町三丁目 34 番 14 号、代表取締役社長：柴田 高）は、

2011 年 11 月 26 日に、奈良県で開催された「第 54 回日本感染症学会中日本地方会学術集会」にて、『多

剤耐性菌に対する二酸化塩素ガス溶存液の抗菌活性』という演題で、大阪府立大学と共同発表しました。 

 

 今回の発表は、院内感染でしばしば問題となる多剤耐性菌 黄色ブドウ球菌・緑膿菌・アシネトバク

ターに対する濃度長期保持型二酸化塩素ガス溶存液(クレベリン®)の抗菌活性について、医療現場や調

理場などの消毒剤として頻用される次亜塩素酸ナトリウムと比較検討したものです。検討の結果、いず

れの菌種に対しても二酸化塩素ガス溶存液が次亜塩素酸ナトリウムよりも抗菌活性が高いことがわか

りました。 

 

検討結果は以下の通りです。 

 

発表概要（検討方法及び検討結果詳細は別添抄録をご参照下さい。） 

（1） 多剤耐性黄色ブドウ球菌(Staphylococcus aureus)、緑膿菌(Pseudomonas aeruginosa)、アシネ

トバクター(Acinetobacter baumannii)を用いて二酸化塩素ガス溶存液の抗菌活性を検討した結

果、二酸化塩素濃度 10ppm、60 秒の感作で全ての耐性菌を検出限界以下まで殺菌したのに対し、

次亜塩素酸ナトリウムは同条件においてもまだ一部の耐性菌の発育がみられました。 

（2） 黄色ブドウ球菌(Staphylococcus aureus)の感受性菌ならびに耐性菌に対する経時的な殺菌効果

を観察したところ、二酸化塩素ガス溶存液は感受性菌に対して 5、10ppm 処理で全て 120 秒以内

に、耐性菌に対しては 1、5、10ppm 処理で全て 60 秒以内に検出限界以下に殺菌できました。一

方、次亜塩素酸ナトリウムは耐性菌に対して二酸化塩素ガス溶存液より殺菌効果が劣り、感受

性菌に対しては 10ppm、120 秒後でも検出限界以下に殺菌できませんでした。 

 

当社では、引き続き二酸化塩素の働きに着目し、主要な研究テーマの一つとして、様々なウイルスや

細菌、アレルゲンなどに対する二酸化塩素の有用性の検討をはじめ、物性の基礎的研究や安全性ならび

に実生活に基づいた研究を続けてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大幸薬品が、「多剤耐性菌に対する二酸化塩素ガス溶存液の抗菌活性」について発表 

2011 年 11 月 26 日、「第 54 回日本感染症学会中日本地方会学術集会」にて 
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【目的】二酸化塩素(ClO2)は、各種薬剤感受性細菌に対して低濃度で殺菌効果を有する。本研究では院

内感染でしばしば問題となる多剤耐性 Staphylococcus aureus (Sa)、Pseudomonas aeruginosa (Pa)、

及び Acinetobacter baumannii (Ab)に対する ClO2の殺菌効果を次亜塩素酸ナトリウム(NaClO)と比較し

た。 

【方法】多剤耐性 Sa 5 株、Pa 2 株、Ab 1 株を供試した。Heart Infusion(HI)寒天培地上で 37℃、一晩

培養し、得られたコロニーを滅菌生理食塩水で OD600=0.32～0.40 に調整したものを被検菌液とし、種々

の濃度に調整した ClO2及び NaClO 溶液と 1:9 の割合でインキュベートした(15、30、60、120 秒)。反応

液 0.5 mL を直ちに 4.5 mL の 50 mM Na2S2O3溶液で中和した。Sa は卵黄加マンニット寒天培地、その他

は HI 寒天培地に中和済菌液を各 100μL 植菌した。37℃で 24 時間培養後、コロニー数を測定した。 

【結果】1、10 ppm にて 60 秒間消毒液で処理し、全ての菌種・菌株の殺菌効果を調べた。NaClO は、全

菌種 1 ppm でほとんど殺菌できず、10 ppm で多剤耐性 Pa 1 株を除いて検出限界以下に殺菌できた。一

方、1 ppm の ClO2は、耐性 Sa 4 株の菌数を 1/10 程度に減少させ、Pa 1 株を検出限界以下に殺菌できた。

10 ppm では全ての耐性菌が検出限界以下に殺菌された。さらに Sa に対する経時的な殺菌効果を観察し

たところ ClO2は、感受性菌に対して 5、10 ppm 処理で、全て 120 秒以内に検出限界以下に殺菌できた。

耐性菌ではより強い効果が見られ、1、5、10 ppm 処理で全て 60 秒以内に検出限界以下に殺菌された。

一方、NaClO は、耐性菌に対して ClO2より殺菌効果が劣り、感受性菌に対しては 10 ppm・120 秒後でも

検出限界以下に殺菌できなかった。 

【考察】多剤耐性菌に対して、ClO2は NaClO より低濃度で殺菌効果が見られ、10 ppm・120 秒間の ClO2

処理で全ての菌種・菌株を検出限界以下に殺菌できた。 

（会員外協力者：四良丸幸、島綾香、西川明芳、佐藤道子） 
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